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研究成果の概要（和文）：殆どが非平坦複素空間形（即ち, 複素射影空間または複素双曲型空間）内の等質実超曲面に
関する結果である.  この複素空間形を外側の空間に取る限り, 全ての測地線が外側の円に写る実超曲面は存在しない.
 そこである３つの等質実超曲面を考察し特徴付けを与えた.これが本研究計画の主要な結果の一つである.  もう一つ
は, 複素空間形内の極小線織実超曲面の分類問題の解決.  結果は, 外側の空間が複素射影空間と複素双曲型空間で異
なることである.  複素射影空間はただ一つの極小線織実超曲面しか有しないが, 複素双曲型空間は極小線織実超曲面
を３つ有する.  正曲率の場合と負曲率の場合で結果が異なるのは興味深い.

研究成果の概要（英文）：There are almost results related to real hypersurfaces in a nonflat complex space 
form which is either a complex projective space or a complex hyperbolic space. It is known that there 
does not exist a real hypersurface all of whose geodesics are mapped to circles in a nonflat complex 
space form. From this viewpoint we consider three real hypersurfaces in this ambient space. This result 
is a main theorem in this study. Another main theorem is a classification theorem of minimal ruled real 
hypersurfaces in a nonflat complex space form. Complex projective space admits just one minimal ruled 
real hypersurface. However Complex hyperbolic space admits three minimal ruled real hypersurfaces. This 
result depends on the sign of sectional curvatures of these ambient spaces. From this viewpoint this 
result is interesting.

研究分野：数学（幾何学）
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１． 研究開始当初の背景： 
(1) 幾何学特に微分幾何学と言えば, 測
地線の研究に偏重している傾向があ
った.  もっと広いクラスの曲線を
考えたい. 候補として考察している
リーマン空間  M の等長変換群 
I(M) の１径数部分群の軌道である
等質曲線を考える. 

(2)  一方, 階数１の部分多様体論は進
歩していて豊富な成果が蓄積されて
いる.  そこで微分幾何学の曲線論
にこの部分多様体論を取り入れて曲
線論に新たな発展をもたらしたかっ
た。 

 
２． 研究の目的： 

(1) 微分幾何学では測地線のみを取り扱
い専ら考察の対象にしていた。そこ
で階数１の対称空間に限定して測地
線のみならず等質曲線も考察する。 

(2) そうやって微分幾何学における曲線
論を豊かにする。測地線は任意のリ
ーマン空間において良い曲線である
が, 一般的に測地線を含む曲線族と
して何を考察するかは, その研究者
の幾何学的センスに依る。そこで任
意の対称空間では全ての測地線は等
質曲線であることを思い出す.そこ
で階数１の対称空間だけを考察して
この空間上で等質曲線論を構築する
のである。 
 

３． 研究の方法： 
(1) 階数１の対称空間は良い幾何的性質
を持ったリーマン部分多様体を豊富
に含んでいる。例えば, 階数１の対
称空間を階数１の対称空間に平行部
分多様体として等長にはめ込む例は
き科学的に実に興味深い.そのよう
な部分多様体上の測地線は外側の階
数１の対称空間内では測地線とは限
らないが, 等質曲線になっている事
例が多い. 

(2) 階数１の部分多様体論 M を利用し
て M 上の等質曲線論を発展させ逆
に発展させた等質曲線論を M 内の
部分多様体論にフィードバックさせ
る.非平坦複素空間形内の極小線織
実長曲面の分類問題の解決はその好
例である. 

 
４． 研究成果 

(1) 非平坦複素空間形内の３つのある等質実

超曲面で, ある方向の測地線が円に写り

しかもその円が同じ曲率であるものを考

察しそれら３つの等質実超曲面に特徴付

けを与えた. 一つは非平坦複素空間形内

の totally $¥eta$-umbilic 実超曲面, 

更に線織実超曲面およびある (A2) 型等

質実超曲面が考察物である。 

(2) 接触幾何学の観点から非平坦複素空間形
内の(A)型および(B)型等質実超曲面を考
察した.  ここでは, 接触形式の外微分
を考える. 
(3) 非平坦複素空間内の実超曲面で型作用素
が強い意味で $¥phi$-不変なものを考察
した.ここで複素双曲型空間ではそのよ
うな実超曲面は存在しないことに注意さ
れたい. 
(4) 接触幾何学と非平坦複素空間形内の実超
曲面論の関係を調べた.  特に (A) 型等
質実超曲面および (B) 型等質実超曲面
について調べた. 
(5) 球面内の余次元が高い部分多様体で様々
な性質をもったものを構成した.  これ
は複素射影空間内の実超曲面論の応用. 
この例は, 測地線論および接触幾何学両
面からみても面白い例である. 
(6) 複素双曲型空間内のホロ球面に接触形式
の外微分方程式を用いて特徴付けを与え
た.  勿論, ホロ球面は測地球面の極限
であるが, 測地球面はホロ球面と違って
接触形式の外微分で特徴付けることはで
きない.  この点興味深い. 
(7) ユークリッド球面上の閉螺旋について考
察した.  これは複素射影空間内の円に
ついての応用.  ６次元以上の球面には
任意の長さを持つ閉螺旋が存在すること
が分かる. 
(8) 複素双曲型空間内の（B）型等質実超曲面
で主曲率 2 種のものを特徴付けた.  道
具として接触形式の外微分, 測地線の外
的状況などを使っている. 
(9) 複素射影空間内の (A2) 型極小等質実超
曲面に特徴付けを与えた. 
(10)非平坦複素空間形内の測地球面の幾何
的性質を詳しく調べた. 
(11)非平坦複素空間形内の実超曲面でリッ
チテンソルが $¥eta$-平行なものを精査し
た.  その結果, n = 2 のとき非等質実超曲
面が存在することが分かった.  昔よりしら
れていた結果に n = 2 のとき穴があった訳
である. 
(12)非平坦複素空間形内の極小線織実超曲
面を分類した.  この分類結果は, 非平坦複
素空間形内の全実円の分類と対応している. 
(13)複素双曲型空間内の半径が十分小さい
測地球面を考察した.  これらの測地球面は
断面曲率が零以上である. 
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